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１．現況における課題の整理 

これまでに整理を行ってきた現況調査から、主要な項目ごとに都市計画区域及びその

周辺部に係る課題を整理する。 

表 現況における課題の整理 

人  口 ○用途地域内に良好な宅地供給を行い、積極的な人口収容を図る。 

○本市の人口は、既に減少に転じているが、社会動態の増加につながる

ような宅地開発や、雇用の場の創出を図る。 

土地利用 ○用途地域内の農地は、適切な宅地化を進める。 

○用途地域外は、出来る限り、農地と集落部の明確な区分を行う。 

○国道282号沿道は、計画的な土地利用誘導と良好な景観形成を図る。 

○均衡のとれた市街地の発展を図るとともに、適切な公共・公益施設の

配置による利便性の高い市街地の形成を図る。 

○国道282号（バイパスを含む）沿道と既存商業地の役割分担を明確化

するとともに連携を図り、買い物環境の改善、向上を図る。 

○新庁舎建設予定地周辺における秩序ある土地利用を図る。 

交  通 ○都市計画道路の整備を推進し、市街地及びその周辺部の幹線道路ネッ

トワークの構築を図る。 

○都市計画道路網に合わせて生活道路の整備を推進し、利便性が高く災

害に強い市街地の形成を図る。 

○公共交通機関利用の利便性を高めるため、駅前広場などの整備によ

り、鉄道駅の結節機能を強化する。 

その他の 

都市施設 

等 

○既存の公園・広場を活用するとともに、防災避難地を確保する意味か

らも、適切な都市公園の配置を行い、計画的な整備を進める。 

○公園・緑地を結びつけ、回遊性を確保する。 

○市街地に近接する良好な自然資源は、景観要素としての保全を図ると

ともに、身近に利用できる緑地としての活用を検討する。 

○上水道については、「八幡平市水道事業基本計画」（平成19年3月）

に基づき、計画的な施設整備を行う。 

○下水道については、「八幡平市汚水処理実施計画」（平成19年12月）

に基づき、公共下水道事業(西根地区)、特定環境保全公共下水道事業

(安代地区)、農業集落排水事業、浄化槽市町村整備推進事業を推進す

る。 
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２．市民意識調査における傾向 

市の最上位計画である第１次八幡平市総合計画の後期基本計画策定にあたり、平成２

２年５月に八幡平市まちづくり市民意識調査を実施しました。この結果、アンケート配

布数の約72％にあたる6,965世帯から回答が得られました。 

ここでは、集計結果のうち、都市計画マスタープランに関わるものを抽出し、その概

要を示します。 

 

〔施策の満足度〕 

    ○満足度の高い上位10施策のうち、「上水道」「下水道」「道路」「公共交通」は

社会基盤の施策であり、満足度の高さが伺えるが、一方で「道路」においては、

不満の割合も多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔今後重点的に取り組むべき施策〕 

    ○今後、重点的に取り組むべき施策に関しては、「医療」「高齢者福祉」といった

安心して暮らせる人にやさしいまちづくり、「農業」「商業」「工業」「観光」

といった産業振興による活力あるまちづくり、「道路」「公共交通」といった交

通ネットワークの充実したまちづくりが望まれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 満足割合 不満割合 どちらともいえない その他

環境衛生 38.0% 4.6% 33.0% 24.4%
上水道 37.7% 4.6% 31.4% 26.2%
消防・防災 35.2% 3.2% 34.0% 27.6%
保健 30.5% 3.2% 36.6% 29.6%
下水道 27.3% 10.6% 35.3% 26.8%
道路 22.8% 16.8% 38.2% 22.3%
交通安全 22.6% 9.3% 42.0% 26.1%
犯罪防止 22.1% 8.2% 42.4% 27.1%
公共交通 20.9% 10.0% 39.5% 29.6%
学校教育 19.8% 4.5% 39.0% 36.8%

※比率を全て百分率(％）で表し、小数点第２位

以下を四捨五入しています。そのため、比率の

合計が100％となっていない場合があります。

施策の満足度　　　※上位を掲載

　　　（注：満足割合は”大いに満足”と”満足”の合計値。

　　　　　　不満割合は”不満”と”非常に不満の合計値。

　　　　　　その他は”わからない”と”無回答”の合計値。）

今後の重点施策　　※上位を掲載

3.9%

4.1%

4.2%

4.4%

4.4%

4.8%

6.0%

6.5%

7.4%

10.9%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0%

公共交通

観光

財政

道路

工業

商業

農業

行政組織

高齢者福祉

医療



２章 現況及び住民意向からの課題等 

 - 24 -

３．住民意向調査における傾向 

住民意向調査結果における特徴的な傾向は、概ね次の通りである。 

なお、本調査は、平成10年度～平成11年度に行ったものである。 

 

〔現在のまちづくりの評価〕 

○全体として住みやすさに大きな不満はないと見られるが、若い世代や居住年数が短

い人は、住みにくいと感じている。 

○道路、公園、し尿処理などの生活基盤施設の整備状況に関しては、総じて低い評価

である。特に、道路に関しては不満度が高い。 

○緑の多さや買い物の便利さは評価が高い 

〔まちづくり施策への関心度〕 

○生活基盤施設（道路、下水道）の整備を望む回答が多い。自由意見では、道路の整

備（国道の拡幅、バイパス整備、歩道の設置など）に関する意見が多い。 

〔将来のまちづくりの方向性〕 

○若い世代では「快適環境のまち」の回答が比較的多く、道路や下水道の整備を推進

することが課題としてあげられる。 

○将来像をキャッチフレーズで表す設問では、人や自然環境に関するもの（「人にや

さしいわが町西根」「緑がいっぱい西根町」「人と自然が調和するまち」など）が

多く、人のつながりや自然を生かしたまちづくりが望まれている。 

  図 住民意向調査からの留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・力を入れるべき施策の設問や自由回答から判断 

すると、道路整備の関心度が高い。 

・道路、公園等の生

活基盤施設の整

備状況

〔評価の低いもの〕

・自然環境 

・緑の多さ 

・買い物の便利さ 

〔評価の高いもの〕 

・全体としては大きな不満はない。 

・ただし、若い世代や居住年数の短い人には、住

みにくいと感じている人が多い。

〔住みやすさについて〕 
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４．ワークショップにおける傾向 

ワークショップでの特徴的な傾向は、概ね次の通りである。 

なお、ワークショップは、平成10年度～平成11年度に行ったものである。 
 

○道路の拡幅や道路網の充実を図る。特に歩道の設置などにより、歩行者の

安全性を確保する。 

○幹線道路へのアクセス道路や生活道路の整備などを行い、日常生活の利便

性の向上を図る。 

○鉄道やバスなどの公共交通機関の利便性の向上を図る。また、駅前におけ

る駐車場などの整備を検討し、利用しやすい駅とする。 

 

○商業の活性化を図るため、商店街での駐車場や広場の整備を検討する。 

○既存の観光資源を活用するとともに、それらの知名度を上げる方策を検討

する。 

 

○町の核となるような公園や緑道等の整備を検討するとともに、市街地内

の、気軽に利用できる身近な公園の整備を図る必要がある。 

○河川環境の改善を行う。 

○良好な自然環境の保全及び活用方策を検討する。 

 

○公共的な施設整備に関しては、個別の施設整備を行うだけでなく、総合的

な観点からの検討が必要である。 

○町の中心となる地区を明確にした上で、市街地の一体性を確保する方向で

まちづくりを進める必要がある。 

○周辺市町村などとの連携を考慮し、広域的な観点からの施設整備や観光振

興策を検討する。 

○町の歴史性を生かしたまちづくりを進める必要がある。 

 

○将来の町のキャッチフレーズは、以下のように示された。 

  「自然・環境・健康のあるまち」 

  「魚の住む自然の渓流のある町」 

  「ふれあいの町」 

《交通関連》

《産 業》

《公園・緑地等》

《その他》

《キャッチフレーズ》
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５．風土イメージ調査における傾向 

風土イメージ調査は、住民意向反映の一環として、住民、転出者、来訪者による西根

町のイメージを分析し、計画に際して考慮すべき景観要素などを把握するために行った。 

調査対象者ごとの特徴的な傾向は、概ね次のようなものである。 

なお、本調査は、平成10年度～平成11年度に行ったものである。 

 

 

○強いイメージを持つものは「都市施設」や「祭り」などにまとめられ、日常生活や

地域に関連する要素のイメージが強い。 

○市街地の広がりが強くイメージされており、その周辺部は農地として認識されてい

る。 

○自然や居住地域を生活の場として一体的にとらえる傾向がある。また、都市的、近

代的景観への評価が高い。 

 

 

○強いイメージを持つものは「山菜採り」「田植え」「稲刈り」など、自然と密着し

た生活に関連するものがあげられる。 

○住民と比べて、市街地周辺の農地に対する認識が弱く、山林に対する認識が強い。 

 

 

○強いイメージを持つものは、焼走りキャンプ場など、近年整備された観光施設や国

道沿道に立地する施設であり、固有のイメージは経由地としてのイメージが強い。 

○幹線道路沿いの市街地以外は、ほとんどが山林のイメージである。 

○自然的、伝統的景観に対する評価が高い。 
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 図 住民・転出者・来訪者のイメージ構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   住民固有のイメージ           転出者と来訪者に共通するイメージ 

   転出者固有のイメージ          住民と来訪者に共通するイメージ 

   来訪者固有のイメージ          住民、転出者、来訪者すべてに共通するイメージ 
   住民と転出者に共通するイメージ 

レクリエーション施設 
南部富士カントリークラブ 
いこいの村岩手 
総合運動公園 

郷土文化 

平笠女裸参り 
相撲 
松川一の宮太鼓 
東慈寺薬師祭り 

産業・特産品 

雨除けほうれん草 
杜仲葉茶 
鷲の尾 
杜仲そば 
むらさき染め 
米 
農業 
盛岡北部工業団地 

自 然 

七時雨牧野 
むらさき 
七時雨山 
上坊牧野 

交流施設 
フーガの広場 
むらさき苑 
老人憩いの家 
七時雨温泉 

郷土の著名人 
江間章子 
石川啄木の父 

都市施設 
西根町立図書館 
西根病院 
西根中学校 

祭り・イベント 
岩手山登山マラソン大会 
ふるさと夏祭り 
産業まつり 
花火大会 
芸術祭 
ＪＡふれあい祭り 

郷土文化 
大更八坂神社祭り 
平舘大泉院子安地蔵尊祭り 
石川啄木歌碑 
平舘八幡祭り 
大泉院 

自 然 

岩手山 
松川 
赤川 
田代平 
三ツ森山 
緑 

花輪線 野 菜 

交通・沿道施設 
道の駅「にしね」 
国道282号 
西根インターチェンジ 
マックスバリュー 

観光・レク施設 
焼走り熔岩流 
西根温泉ゲンデルランド 
焼走りキャンプ場 
岩手山銀河ステーション 

自 然 

山 
川 
温泉 

道路 

田 

祭 り 
盆踊り 
祭り 

帰 省 
墓参り 
盆 

方言 

学校生活 
大更小学校 
同級生 

交通・娯楽施設 
松尾鉱山鉄道 
平舘駅 
映画館 

生 活 
田植え 
稲刈り 
馬そり 

動物・昆虫 
ホタル 
トンボ 
カエル 
馬 

自 然 
星空 
畑 
紅葉 
湧き水 
寒さ 
小川 
桜 

山菜採り等 

山菜採り 
あけび採り 
わらび採り 
きのこ採り 
栗拾い 

遊 び 

そり遊び 
スキー 
下駄スケート 

自然と密着した生活 

ガソリンスタンド 
サンクス 
ファル 
スパー 
草文字「にしね」 

沿道施設類 

八幡平への通り道 

交通路として 
のイメージ 

転出者 

来訪者 

住 民 


